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R臼 I視覚障害者の就職状況とその背景
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はじめに

マスコミでは、連日のように厳しい雇用情勢が続いていることが

報道されている。このような社会情勢の中で、視覚障害者の就職は

どのような状況におかれているのか、最近の状況とその背景の分析

をしてほしいとの依頼があった。

私は以前に、 1985~1994年度の10年間の分析をして「進めよう

視覚障害者の大学進学と職域拡大」（視覚障害者支援総合センター、

1995年 1月）に発表したことがある。今回の報告をこれに連続さ

せたいとの意向を持ち、ここでは1995~2000年度の 6年間のデー

タを分析して報告したい。

状況の分析には正確な資料が要求されるが、今回は十分な時間的

な余裕がなく、職業訓練施設からの1999年度と2000年度の資料収

集ができなかった。 しかし、可能な限り正確な資料整理をして、表

1から表 9を作成したので、就職状況の大勢は把握できたと思う 。

今回使用した資料は次のものである。

(1)「視覚障害」No.137,143,149,155,162 

(2)「雇用連情報」 No.39,41,43,44

(3)平成12年度視覚障害者の就職状況一覧（社会福祉法人視覚障

害者支援総合センター調べ）

なお、本文の中では1985~1994年度の10年間の報告を「前回調

査」と略称した。今回の 6年間の資料と対比させながら、以下の分

析を試みたいと思う。
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1.最近6年間の分野別就職状況の推移

前回調査の 4分野の分析を踏襲して、ここでも公務員・一般企

業 ・福祉施設等・教職員の 4分野での就職者数の資料を作成してみ

た。ここでは全般的な状況を分析・検討し、次項以下で分野別に詳

しく見ることにする。

(1)まず、表 1を見てほしい。1995~2000年度の 6年間の分野

別の就職者数は、公務員が42人、一般企業が71人、福祉施設等が

30人、教職員が14人となっている。 6年間の合計人数は157人で

ある 。この内、点字使用者は97人 (62%)、墨字使用者は60人

(38%) であり、復職者は23人 (15%) である。表の注記にも 書い

た通り、 1999と2000年度のデータの中には、日本ライトハウス・

国立職業リハセンター・日本盲人職能開発センターなどの修了者が

含まれていないので、特に一般企業の欄は空欄になっている。この

欄が埋まると就職者の総数は確実に増加するが、その数は 2年間で

30から40人と推測される 。また、この数の中にはヘルスキーパー

とマッサージ師の数が含まれていないことを断っておく。これにつ

いては後で詳しく触れたい。

(2) 6年間で157人（年平均26人）の就職者数は、多いといえる

のか。これを前回調査の10年間と比較すると、前回は総数176人

（年平均17.6人）で、うち点字使用者が141人 (80%)、墨字使用

者が35人 (20%) であり、復職者は15人 (9%) であった。年平

均の就職者数は十8.4人で、かなり増加していることがわかる 。こ

のことは一応評価できよう 。 しかし、点字使用者の割合が80％か

ら62％へ減少していることは、大変危惧される状況を示している

と思う。

(3) この 6年間で一つの特徴的なことは、復職者が増加している

ことである。前回調査の 9％から今回は15％へと増加している。

その内訳を見ると、公務員で 9人、一般企業で10人、教職員で 3
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人となっている。特に一般企業に増加傾向が見られることは、大変

喜ばしいことといえる。復職が実現するためには、雇用主側の視覚

障害者に対する理解と、本人の復職への強い意志が要求されるが、

さらにこれを実現させるための職業訓練施設の役割は大きく、今後

ますますその存在意義は重要性を増すであろう 。

(4)前回調査の10年間で176人（年平均17.6人）、今回調査の 6

年間で157人（年平均26.2人）、合計すると 16年間で333人（年平

均20.8人）という就職者数は、残念ながら大変少ないといえる。毎

年、視覚障害者の大学卒業者は何人ぐらいいるのであろうか。卒業

者の統計はないので入学者の数を見ると、表 2の通りである。 6年

間の大学合格進学者は、国立大学 7人、公立大学 4人、私立大学

139人、短期大学107人で、合計258人（うち点字使用者146人、

57%) となっている。年平均43人で、 6年間ほぼ同数で推移して

いる。このことは大学卒業者は毎年40人を超えているわけで、半

数を超える者が就職できないでいることがわかる。視覚障害者にと

って、就職の厳しさは依然として変わっていないといえる。

2.公務員の就職状況

公務員の就職状況については、私が2回にわたって調査結果の報

告書を出版している。 1回目は1992年12月に都道府県と政令指定

都市に対して実施したもので、「広げよう公務員への道」（盲学生情

報センター図書出版、 1993年 8月）として報告し、 2回目は1997

年4月に都道府県・政令指定都市に加えて全国687市区に対して実

施したもので、「なぜ広がらない？！ 公務員への道」（社会福祉法人

視覚障害者支援総合センター、 1997年12月）として報告し出版し

た。この両報告書ともに、全国の地方自治体に無料で配布されてい

る。

今回は最近6年間の資料をもとに、以下分析を試みたい。
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立ち読み版はここまでとなっております。

続きをお読みになりたい場合には

社会福祉法人 視覚障害者支援総合センター

までお問い合わせください。



編集後記

点字技能検定制度が具体的に動き姥めました。バリアフリ ー、ユ

ニバーサルデザインの浸透に伴い、日常生活の様々な場面で点字に

接する機会が拡大しました。パソコンの普及により、点字資料を容

易に製作できるようにもなりました。その一方で、点字の質が問わ

れるようにもなりました。点字技能検定制度の実施は、問われる点

字の質を維持するとともに、点字の健全な普及と発達をもたらすも

のと期待します。

本号では、急速talkto talkにおいて点字検定制度を取り上げま

した。このため、連載「英国高等教育における障害者の学習支援シ

ステム」は休載しました。ご了承ください。 （立花明彦）
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